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l-B-l低濃度吸入NO(O.1-2.0pprn)の用量依存性肺動脈圧降下作用

三重大学医学部麻酔科・集中治療部・救急部

丸山一男、杉山朋弘、小西邦彦

仰暁協力、朴正碩、小暮啓人)

我々は第 16巨体会耐価でモノクロタリ刈縞

血圧ラットで、5-4仕事nのNO吸入防霊開切帽瑚府玉

陣下をもたらすづ杭こ¢範囲峨ス濃度とR醐府弾下

度に用量作用関係を認めないことを報告した(AmJ 

四戸id.z72:. H517・HS24，IW7)。今低低濃鹿投入NO

はすする肘醐舶弾躍を櫛札た。

防剖 8-10遡怖のオスSDラットを1/2気回璃鯨

(10~駿鶏ずで1O~お日飼育し、低酸素暴鋪市高血

圧ラットを作戒したe 府酔下で、鵬域防テ子ルを留

置菱、賞窟ずでNO暴露チャンパ河村でNO濃度を0.1，

0.25，0.5， 0.75， 1.0， 1.5. 2.Oppmの各灘支ぽ僻し、平

均肺動脈圧的1PAP)の変化を記録した。各濃度での

mPAP担眠撚了時、 -s肢入NO灘支を0に戻すこと
により反応の可遡主磁器、し、次開投球鞍での即時

ま撮した。 的O吸入後mPAP-吸ス蔚mPAP)刀ぜO

吸ス蔚mPAPx1αト変(位率A (%)、 ~O 吸入中1M麦

mPAP-吸入中止前mPAP)/NO吸入中止前

mPAPx1α〉変ft津B(%)を算出し、表の縦課を得た。
祖眠撚了後、麻酔人古事投下で、目曙胡府:;，リウムゼラ

チンを1α)cm水柱抑圧力司栴翻『起こ注λ1麦、経気管的
に印 αnオ建担涯力司市を3日情蹴説話淀しJ七割市

組織切片をエラスチカファンギエソ〉佐官染色し、本来

目前町吾斡骨筋を持たなし入鵬包レベj仏鵬首晋レベルの

末梢肺動脈での血管平滑筋を持つ血管の割合

陥 W+AD)を算出した。各ラットで明暗湖周玉の最大

変化揮と悦AW+AD)と併協串瞬、最大変化を示した

吸入NO濃度と倣W+AD)併協鵬係を検討した。

臨調すべての灘支でNO吸入は平均擁糊府王を下げ

NO吸入中ili紡値域対制直と畠立制Eった。変{憐
Aては低譜較で変俗勅沙ないように間対1fdJ¥.推
計勃句に有意詣ま樹:i:lできプよかった。変(隣 Bでは、

0.75ppm以上とO.lppmで差カ溜められた。住18lysis

ofv夜mafdlowed同TFlShers PLSD)働

NO mPAP UnmI-越 変倍率A 変化率B

D10m 前中後 ω ω 
0.1 40:1:3 37:1=3 3弘4--13.8:凶.1 5.&4.3 

0.25 3批23批3400 -8.fih4.9 11.3M.9 

0.5 41:1:2 36M 400 -13品5.6 12.7:土5.7

0.75 400 35:1:3 4社2-12.3:b4.0 19.6土10.2*

1.0 袋社23牡24o:t4 -10.3:士6.516.0=凶.2*

1.5 4批334土13~ -14.3:瓜o16.7:1::8.7* 
2.0 4o:r5 3品3400 -15.0:1:5.9 18.3:b4.3* 

*{><o.信仰貧血と此鮫平均±標鰐肩書色。1二 7)

腕制粧の最大変倍率と 陥 W+AD)と併関係蜘ま

0.1で全く関係がえ同Eった。 一方、最大変化を示した吸

入NO灘斐と院AW+AD)併関係樹立0.64で、経織

変{ヒカ消し程最大変化をもたらす吸ス灘劃塙し綱向

があったカミ検体蜘17と少ないため指1さ削こ有意で
ぽよかった。

輔副吸入NOは 0.1悶 nから月幡胡腕王を有意に低

下させた。吸入脚部教噺果万端鯛に迫立見い出せ

なかった民吸入中止両嚇課は0.1悶 nと0.75ppm

以上で平均暢胡腕王の変化I~付る用量依嗣幼存在す

ることを荊唆している。組緒凌化の重益要と腺糊府王の

陣下直に栂期jfcよかった。しかしながら、組織変化の重

症度と最大変化をもたらす吸入灘主に闘部勘濁る可能

性ョo1;あり今後、検体数を増やし櫛寸する必要動tある。
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